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要 旨
ITの 普及に 伴い， 日 常生活の 様々な 場面で IT用語が使わ れ る よ う に な っ た 。 日 本語教育に お い て も ， 外 国人の
IT用 語 の 習 得を 支援す る た め の 方策を 検討す る 必要が あ る 。 こ の た め の 基 礎研究 と し て， 中 国 の 大学で学 ぶ中 国
人日 本語学習者 120 人を 対象に ， 日 本語の IT用語の理解度を 把握す る た め の 質問紙調査を行っ た。 分析の 結果. (1)  
「 イン タ ーネットJ . Iメー ル」 等の 重要語 に つ い て は外来語を 含め て 習 得が 進ん で い る こ と . (2) 文書作成 やセ キュ
リティに か か わ る 語で理解度 の 低い語が あ る こ と . (3) 漢語の 中 に も 中 国語 や漢字か ら の 意味の 類推が 困難 な語が
あ る こ と . (4) I デ ジカメ」 の よ う な 略語 の 理解度 は そ の 元の 語 と 比べ て 低い が， 中 に は 略語 の み を理解 し て い る
学習者 も い る こ と . (5) 学習者が意味を取 り 違える 恐れ の あ る 語が あ る こ と が わ か っ た。
【キ ー ワ ー ド】 IT用語， 日 本語学習者， 中 国 の 大学生， 理解度， 質問紙調査
1 は じ め に
IT は 日 常 の あ ら ゆ る 面に使用 さ れ る よ う に な り ， IT 用語やIT 機器の操作 に か か わ る 知識 は ， こ の
時代を生 き て い く た め に ， 必須の も の と な っ た と 言 っ て も 過言で は な い。 日 本で生活す る 外国人 に と っ
て は. IT そ の も の の知識は す で に有 し て い た と し て も ， 日 本語での IT 用語や操作指示が理解で き な い
と . IT を使い こ な す こ と がで き な い。 そ の た め， 学術場面や職業場面で は も ち ろ ん， ご く 日 常 的 な 生
活場面で も ， 日 本語の IT 用語の理解が不可欠な も の と な り つ つ あ る 。
日 本語教育の観点か ら は， 外国人 に と って 日 本語の IT 用 語 の 理解 に は ど の よ う な 困難 が あ る のか，
そ し て ， どの よ う な こ と を行え ば効果的 な支援に結 びつ く の か を， 探 る 必要があ る 。 そ こ で， 筆者 ら は
一定の 日 本語能力 を有す る 日 本語学習者を 対象 に， 日 本語の IT 用語の習得状況 に 関す る 調査を行 う こ
と に し た。 本稿で は， 日 本 に居住す る 外国人 と し て ， ま た ， 日 本の大学に在籍す る 外国人留学生 と し て ，
も っ と も そ の 数の 多 い 中国人を対象 に行 っ た調査結果 を報告す る 。 中 国人 日 本語学習者が 日 本語の IT
用語を どの 程度理解 し て い る の か， ま た ， ど の よ う な 語の習得が困難であ る の か を 明 ら か に し ， 日 本語
教育 に お け る IT 用語の支援方策 に つ い て 提案 したい。
2 調査の概要
201 1 年 10 月 に ， 中 国漸江省 にあ る 国立大学の 日 本語科 に在籍する 中国人学生 120 人 に 対 し て ， 質問
紙調査を行 っ た。 調査者が調査協力 に応 じ た学生に調査票を配布 し て， 調査内容の説明 を行 っ た後， 学
生は そ の場で調査票 に記入 し て， 調査者に提出す る と い う 手順で行 っ た。
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2 . 1 調査対象者の属性
調査対象者 120 人の性別 は， 男性が 39 人， 女性が 81 人で， 女性の占め る 割合が高いが， こ れ は調査
対象校の 日 本語科で女子学生が占め る 割合が高い こ と を反映した も の と な っ て い る 。 学年別 で は， 学部
4 年生が 59 人， 3 年生が 32 人， 2 年生が 29 人で， 4 年生の占め る 割合が高い が， こ れ は 中級以上の 日
本語能力 を有す る ク ラ ス を 中心に本調査を実施 し た こ とに よ る 。
表 1 性別 表 2 学年
性別 人数 % 学年 人数 % 
男 性 39 32 .5  学部 2 年生 29 24 . 2 
女 "生 81 67 .5 学部 3 年生 32 26 . 7  
計 120 100 .0  学部 4 年生 59 49 . 2  
計 120 100 .0  
日 本語学習歴 は， 3 年以上の学習歴 を有す る 学生が 58 人 (48 . 3%) で全体 の 約 2 分の 1， 学習歴が 2
年以上 3 年未満 と 1 年以上 2 年未満の学生がそ れ ぞれ約 4 分の l と な っ て い る 。 こ れ は学部別 の 内訳 と
ほ ぼ一致す る 。 日 本語学習歴が 3 年以上の 58 人の う ち 57 人 は 4 年生 ( あ と 1 人 は 3 年生) ， 学習歴が
2 年以上 3 年未満の 33 人 の う ち 31 人 は 3 年生 ( あと 2 人 は 4 年生) ， 学習歴が 1年以上 2 年未満の 29
人 に つ い ては全員が 2 年生だ っ た。 な お， 120 人全員が 日 本で の滞在歴 は な か っ た。
IT 用語は英語 由 来 の語が多 く 含まれ る た め， 英語学習歴につい て も 問うた と こ ろ ， 2 年9 か月 と 答
え た l 人 (4 年生) を 除 い て ， あ と の 119 人 は 6 年以上の学習歴を有 し て お り ， 日 本語学習歴 よ り も 英
語学習歴の ほ う が長 い学生が大半を占め た。
表 3 日 本語 学習歴 表 4 英語 学習歴
学習期間 人数 % 学習期間 人数 % 
1 年以上 2 年未満 29 24.2 2 年以上 3 年未満 0.8 
2 年以上 3 年未満 33 27 .5 6 年以上 7 年未満 6 5 .0  
3 年以上 4年未満 53 44. 2 7 年以上 8 年未満 25 20.8 
4 年以上 5 年未満 3 2 . 5  8 年以上9 年未満 29 24.2 
8 年以上9 年未満 2 1 . 7  9 年以上 10 年未満 27 22 .5  
計 120 100.0 10 年以上 32 26 . 7  
計 120 100.0 
PC使用歴は， 2 年以上の使用歴 を有す る 学生が 11 1 人 (9 2 .5%) で9 割 を占め た。 PC使用歴が も っ
と も 短い学生が 10 か月 で 2 人 (2年生) ， 1 年 1 か月 � 1 年 4 か月 が 4 人 (2 年生， 3 年生各 2 人) だ っ
た。 な お ， 無回答の 3 人 も ， 自 身の PC操作能力 は「ょ く で き る J， r ま あまあ で き る 」 と 回答 し て い る
こ と か ら ， 一定の使用歴を有す る も の と 推測 さ れ る 。
PC操作能力 (学生 自 身 に よ る 自 己評価) に つ い て も ， r ょ く で き る J， r ま あ ま あ で き る 」 と い う 学
生が 109 人 (9 0 .8%) で， 全体の9 割 を占め た。 「 ほ と ん ど で き な L 、 」 と 答 えた学生 は 1 人だ け だ っ た
が， こ の 学生 は 8 年 1 か月 の PC使用歴があ る 。 「あ ま り で き な L 、」 と 答 え た学生 6 人の う ち 1 人は PC
使用歴が 1 年 1 か月 と 短か っ た が， ほ か の 5 人 は 4 年以上の PC使用歴が あ る 。 PC操作 に 対 し て 苦手
意識を持 っ て い る 学生 も ， PC使用歴 に つ い て は一定年数を有 し て い た。
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表 5 PC使用歴 表 6 PC操作能力
使用期間 人数 % PC 操作能力 人数 % 
1 年未満 2 1 . 7  ょ く で き る 36 30.0 
1 年以上 2 年未満 4 3.3 ま あ ま あ で き る 73 60.8 
2 年以上 3 年未満 6 5 .0  あ ま り で き な い 6 5 .0 
3 年以上 4 年未満 7 5 .8 ほ と ん どで き な い 1 0 .8 
4 年以上 5 年未満 14 1 1 . 7  無回答 4 3 .3 
5 年以上 6 年未満 9 7 .5  計 120 100.0 
6 年以上 7 年未満 9 7 .5 
7 年以上 8 年未満 7 5 .8 
8 年以上 9 年未満 22 18 .3 
9 年以上 10 年未満 6 5 .0  
10 年以上 31 25.8 
無回答 3 2 .5  
計 120 100.0 
2 . 2 調査対象の語と判定方法
表 7 に 示 し た 日 本語の IT 用語 66 語を対象 に調査を行 っ た。 66 語 は， 演 田 ・ 深津 (201 1) の 調査結
果を も と に ， 日 常生活 に浸透 し て い る IT 用語を 中心に， 同義語お よ び複合語 も 含 め て選定 し た。
表 7 本調査で取り上げたIT用語 66 語
漢 語 (12 語) 印刷， 画像， 画面， 感染， 掲示板， 携帯， ケ ー タ イ ， 更新， 再起動， 端末， 動画，
配信
外来語 (45 語) ア ク セ ス ， ア ッ プ デー ト ， ア プ リ ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン ， イ ン ス ト ー ル， イ ン
タ ー ネ ッ ト ， ウ イ ル ス ， ウ ェ ブ メ ー ル， オ ン ラ イ ン ， キ ー ボ ー ド， ク リ ッ ク ，
コ ン テ ン ツ ， コン ビ ュ ー タ ー ， サ ー バ ー， サイ ト ， シ ャ ッ ト ダ ウ ン ， ス キ ャ
ナ ー， ス マ ー ト フ ォ ン ， ス マ ホ ， セ キ ュ リ テ ィ ソフ ト ， ソフ ト ウ ェ ア ， デー
タ ， デ ジ カ メ ， デ ジ タ ル カ メ ラ ， ダ ウ ン ロ ー ド， チ ェ ッ ク ， チ ャ ッ ト ， ツ イ ッ
タ ー， ネ ッ ト ， ネ ッ ト カフ ェ ， ハ ー ド ディ ス ク ， パ ス ワ ー ド， パ ソ コ ン ， フ ェ
イ ス ブ ッ ク ， フ ォ ン ト ， プ リ ン ト ア ウ ト ， ブ ロ グ， ホ ー ム ペー ジ ， メ ー ル，
メ -)レ ア ド レ ス ， メ ア ド ， ロ グ ア ウ ト ， ロ グ イ ン ， URL， USB メ モ リ
手口 語 ( 4 語) 書 き 込み， 取 り 込む， 読み込み， や り と り
混種語 ( 5 語) キ ー ワ ー ド検索， ゴ シ ッ ク 体， デ ジ タ ル化， ユ ー ザ ー名， ワ ー プ ロ 文書
調査票で は， 表 7 の 66 語を 「イ ン タ ー ネ ッ ト で キ ー ワ ー ド検索を し て情報を集め る J (下線 部が IT 用語)
の よ う に文で提示 し， そ の語の意味がわ か る 場合は 「中国語 ま た は英語で そ の語 に対応す る 語」 を そ れ
ぞれ下線の語の下に書 く よ う に 指示 し た (詳細 は 「資料」 参照) 。
調査実施後 に デ ー タ を整理す る に 当 た っ て ， 中国語で書かれ た 回答 につ い て は， 日 本の大学で学ぶ 中
国人留学生 5 人 に 協力 を依頼 し て， 日 本語の IT 用語 と 回答者の書 い た 中 国語が対応 し て い る か ど う か
の判定を行 っ た。 5 人 に 依頼 し た の は， 中国語の IT用 語 につい て も ， 日 本語 と 同様 に， 同一の 指示対
象 に 対 し て複数の語が対応す る 場合が あ り ， 学生の専門分野， 出身地な ど に よ っ て， 中国語で どの語が
対応す る か の 判定 に差が見 ら れ た た め で あ る 。 そ こ で， 出身地の異な る 人文系 の 学生 3 人 と 工学系 の学
生 2 人 ( う ち 1 人 は情報工学が専門) ， 計 5 人 の判定結果 を総合 し て， 正誤の 判定を行 っ たO ま た， 中
国語で書か れ た 回 答 の 中 に は， 漢字の 書 き 間違え も い く つか見 られた。 こ れ ら につい て は， 日 本語の
IT 用語の意味は理解 し て い る と 考え， 正答 と し た。
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英語で書かれ た 回答 に つ いて は， 日 本語 と の意味的な 対応関係で判定 に 迷う も の は な か っ たが， ス ペ
ル ミ ス の可能性があ る も のがい く つ か見 られた。 そ の 中 に は， ス ペル ミ ス な の か， ほ か の語を書 い た の
か 迷う も の も あ っ たが， こ れ らは誤答 と し て扱い， 明 ら か に ス ペル ミ ス と 見な さ れ る も の のみを正答 と
し fこ 。
そ し て ， 日 本語の IT 用 語 に 対 し て ， 中 国語か 英 語で対応す る 訳語， す な わち， 正答 を書 い て い る 場
合を 「 理解 し て い る 」 と捉えて， 分 析を行 っ た。
3 分析結果と考察
3 .  1 学生の理解語数
学生が 66 語中何語程度理解 し て い る の か， 学生 1 人 1 人の理解語数を求 め た 。
120 人 の 平均理解語数は36.6 語 だ っ た。 学年別 で は 2 年生が 24.9 語， 3 年生が 35.0 語， 4 年生が
43.4 語 と な っ て お り ， 学年が高 い ほ うが IT 用語の理解語数が多 か っ た。
理解語数がもっ と も 多 か っ た 学生で 55 語， も っ と も 少 な か っ た学生で 5 語 と い う 結果 だ っ た。 学年
別 の理解語数を ま と め た のが表 8 で あ る 。 理解語数が 50 語以上 60 語未満 の 学生 は 26人 (21 .7%) で
全体の約 2 割を 占 め たが， そ の 全員が 4 年生だ っ た。 一方， 理解語数が 30 語未満の学生 は 31 人 (25 .8%)
で全体の 4 分の l を 占 め たが， 学年別 に 見る と ， 2 年生が 21 人， 3 年生が 6 人， 4 年生が 4 人 と な っ て お り ，
2 年生の 占 め る 割合が高か っ た。
表 8 学生 の理解語数
各学生の理解語数 全 体 学部 2 年生 学部 3 年生 学部 4 年生
人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 
10 語未満 2 1 .7 。 0 .0 l 3 . 1  1 1 . 7  
10 語以上 20 語未満 11  9 .2  8 27 .6 2 6 .3 1 1 . 7  
20 語以上 30 語未満 18 15 .0 13 44.8 3 9 .4 2 3 .4 
30 語以上 40 語未満 38 31 . 7  8 27 .6 13 40.6 17 28.8 
40 語以上 50 語未満 25 20.8 。 0 .0 13 40.6 12 20 .3 
50 語以上 60 語未満 26 2 1 . 7  。 0 .0 。 0 .0  26 44 . 1  
計 120 100.。 29 100 .0 32 1 00 .0 59 100 .0 
学年が上がっ て 日 本語の学習が進 む に つ れて， 日 本語の IT 用語への理解 も 深 ま る こ とがわ か る 。
3 . 2 各語の理解率
調査対象の 66 語 に つ い て， そ れ に対応す る 訳語 (正答) を書い た学生数の比率を 「理解率 」と し て，
理解 率の 高 い順に表 9 に ま と め た。
ま ず， 理解率の非常 に 高か っ た語， 理解率 80%以上の 語 に 目 を 向 け る と ， 1"イ ン タ ー ネ ッ 、 トj， 1" コ ン
ビ ュ ー タ ーj， 1" メ ー ルj， 1" ホ ー ムペ ー ジj ， 1"オ ン ラ イ ン j ， 1"デー タ 」 等の IT 用語の基本語葉の 中 で も
特 に 重要な 語 と ， 1"印刷 j， 1"動画j， 1"画面j， 1"再起動j， 1"画像 j， 1"感染」 等 の 漢語が多 く 含ま れ て い る
こ とがわ か る 。
次に， 理解率が非常 に低か っ た語， 理解率 20%未満の語を見て み る と ，1ゴ シ ッ ク 体j，l ワ ー プ ロ 文書j，
「フ ォ ン ト J と い っ た文書作成 に かかわ る 語 と ， 1" ア プ リ j， 1" ツ イ ッ タ ー j， 1" ス マ ホ」 と い っ た最近に な っ
て使 われ る よ う に な っ た新 し い語が中心 と な っ でい る 。 理解率 40%未満の 語 に は， 1"端末j， 1" ロ グ イ ンj ，
「 ロ グ ア ウ ト」と い っ た共有の PC や ネ ッ ト ワ ー ク を使 う 場合 に欠かせな い語や， 1"セ キ ュ リ テ ィ ソフ ト 」
や 「 イ ン ス ト ー ル 」の よ う に PC 整備 に 必要な語 も 含 ま れて い るが， こ れ ら は セ キ ュ リ テ ィ 対 策に か か
わ る 重要語で も あ る 。
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表 9 各語の理解率 (%)
IT 用語 理解率 IT用語 理解率 IT 用語 理解率
l 位 イ ン タ ーネ ッ ト 99 . 2  ノ f ス ワ ー ド 75 .0 45 位 ア プ リ ケー シ ョ ン 37.5 
2 位 印刷 98. 3  24 位 キーボー ド 70.8 スマー ト フ ォ ン 37.5 
3 位 動画 95.8 25 位 ブ ロ グ 70.0 URL 37.5 
4 位 画面 94. 2 26 位 デ ジ タ ル化 66. 7  48 位 ネ ッ ト カフ ェ 35.8 
5 位 再起動 93.3 27 位 ア ク セ ス 64. 2 USB メ モ リ 35.8 
6 位 更新 92.5 28 位 フ ェ イ ス ブ ッ ク 63 .3  50 位 ハ ー ドデ ィ ス ク 34. 2  
コ ン ビ ュ ー タ ー 92.5 メ ー ル ア ド レ ス 63. 3  5 1 位 や り と り 33.3  
メ ール 92. 5  30 位 ダ ウ ン ロ ー ド 62.5 ロ グ イ ン 33 .3 
9 位 ホーム ペ ー ジ 91 . 7  31 位 デ ジ カ メ 60.8 53 位 メ ア ド 32.5 
10 位 ネ ッ ト 90.8 32 位 ウ ェ ブ メ ール 58.3 ロ グ ア ウ ト 32.5 
1 1 位 キー ワ ー ド検索 90.0 33 位 サ イ ト 50.8 55 位 取 り 込む 31 . 7  
12 位 チ ェ ッ ク 89. 2  34 位 携帯 49. 2  56 位 配信 26. 7  
13 位 オ ン ラ イ ン 85.8 35 位 プ リ ン ト ア ウ ト 48.3 57 位 イ ン ス ト ール 25.0 
画像 85.8 ユーザ ー名 48.3  58 位 ス キ ャ ナー 24. 2 
デー タ 85.8 37 位 シ ャ ッ ト ダ ウ ン 46. 7  59 位 ゴ シ ッ ク 体 18.3 
16 位 感染 85.0 38 位 書 き 込み 44. 2  サーノ 〈ー 18.3 
17 位 デ ジ タ ル カ メ ラ 84. 2  コ ン テ ン ツ 44. 2 ワ ープ ロ 文書 18 .3 
18 位 ソフ ト ウ ェ ア 79. 2  40 位 チ ャ ッ ト 41 . 7  62 位 ア プ リ 12 .5  
19 位 パ ソ コン 77.5 読 み込む 41 . 7  63 位 フ ォ ン ト 6. 7 
20 位 ア ッ プデー ト 75.8 42 位 ケー タ イ 40.0 64 位 ツ イ ッ タ ー 5.0 
ウ イ jレ ス 75.8 43 位 端 末 39. 2  65 位 掲示板 4.2 
22 位 ク リ ッ ク 75 .0  44 位 セキュ リ テ ィ ソフ ト 38.3 66 位 ス マ ホ 0.8 
3 . 3 外来語 と 漢語 と 和語
表 7 に 示 し た よ う に ， 今 回 調査対象 と し た IT 用 語 66 語 の う ち 45 語が外来語で， 外来語が全体 の
7 割近 く を 占 め る 。 こ れ は， も と も と 日 本語の IT 用 語 に 外来語が多 い た め で あ る1)。 表 9 を 見 る と ，
外来語の 中 に も 「 イ ン タ ーネ ッ ト j ， ， メ ールj， ，オ ン ラ イ ン j， ，デ ジ タ ル カ メ ラ 」 の よ う に ， 理解率
80%以上 と 非常 に 高 い値を示 し た語が複数あ る 。 一般 に， 外来語を苦手 と す る 日 本語学習者は 多 く ， 元
の英語がわ か っ て い て も ， カ タ カ ナ表記の外来語 と 結 びつ け ら れ な い と い う こ とが し ば し ば あ る 。 海外
で 日 本語を学ん で い る 場合 は， 日 本語環境の IT 機器を使 う 機会 は 少 な く な り ， 日 本語の IT 用語の習
得があ ま り 進ん で い な い こ と も 予想 さ れ たが， こ の結果を見 る と ， 一般の 日 本語学習語葉 と し て す で に
定着 し て い る IT 用語 も あ る こ とが う かがわ れ る 。
漢語 は 12 語取 り 上 げ たが， そ の う ち 「印刷j， ，動画j， ，画面j， ，再起動j， ，更新」 の 5 語 は理解率
が90%以上， ，画像j， ，感染」 の 2 語 も理解率 85%以上 と ， 非常 に理解度が高か っ た。 こ の う ち， 中 国
語に お い て も 日 本語 と 同様の語が用 いられ る の は， ，印刷j， r劫画j， ，画面j， ，更新j， ，感染」 で あ る 。
「再起劫」 と い う 中国語 は な く ， 中 国語で は 「重庖劫」 と い う 語を用 い るが， ，重」 は も う 一度， 再び と
い う 意味で， ，庖」 は 「起」 と 同 じ，qiJ と い う 読み で あ る こ と な ど， ，再起動」 と 「重庖劫」 は結びつ
け や す い。 ま た， 中 国語で 「画像」 は肖像画 (を描 く ) と いう意味で， 日 本語の 「画像」 に 対応す る 中
国語は 「図像」 で あ るが， こ れ も 中 国語あ る い は漢字の意味か ら ， 日 本語の意、味を比較的類推 し や す い
と 考え ら れ る。 一方で" ，携帯j， ，ケ ー タ イ j， ，端末j， ，配信j， ，掲示板」 に ついて は理解率が 5 0% を
下回 っ て い る 。 中 国語の 「携 帯」は携帯す る と い う 意味で あ るが， ，携帯 (電話)j に対応す る 中国語は
「手机」 で あ る 。「端末j， l配信」 は 中 国語で は 用 い ない語で， こ れ ら に 対応す る 中国語 は 「終端 (装置) j ，
「特送」 で あ る 。 「掲示板」 に つ い て は， 中国語で 「掲示」 は掲示す る とい う 意味で用 い るが， ，掲示板」
と い う 語 は な く ， ， (電子) 掲示板」 に 対応す る 中 国語 は 「屯子侍告桂j， ，貼杷j 2)で あ る 。 一般 に漢字
圏 の 学習者 に と っ て理解 し やす い漢語であ っ て も ， 中国語で は ほ か の語が用 い ら れ， 中国語で の意味や
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漢字か ら の類推が難 し い語につい て は， 理解 し に く い こ とがわ か る 。
和語は 「書 き 込みjJ読み込むj， rや り と り j ， r取 り 込む」 の 4 語の み で あ る が， 理解率が も っ と も 高か っ
た 「書 き 込み」 が 44.2 % ， も っ と も 低か っ た 「取 り 込む」 が 31. 7% で， 理解率が極め て低い語 は な か っ
た が， いずれ も理解率が 50% を下回 っ て い た。
3 . 4 同義語
今回の調査で はJイ ン タ ー ネ ッ ト 」 と 「ネ ッ ト jJ印刷」 と 「 プ リ ン ト ア ウ ト 」 の よ う な 同義語 につい て ，
理解度 に差が あ る か ど う かの確認 も 行 っ た。
まず， rイ ン タ ー ネ ッ ト 」 と 「ネ ッ ト 」 の よ う に ， 元の語とそ の 略語の関係 に あ る 同義語の理解率を
見 る と， rイ ン タ ー ネ ッ ト 」 が 99.2 % で 「ネ ッ ト 」 が 90. 8%， rデ ジ タ ル カ メ ラ 」 が 84.2%で 「デ ジ カ メ 」
が 60. 8%， rメ ー ル ア ド レ ス」 が 63. 3% で 「 メ ア ド」 が 32. 5%， rア プ リ ケ ー シ ョ ン」 が 37. 5% で 「 ア プ リ 」
が 12. 5%， rス マ ー ト フ ォ ン 」 が 37. 5% で 「 ス マ ホ 」 が 0. 8%とな っ て お り ， い ず れ も 略語 の ほ う が元
の語よ り も理解度が低い こ とがわ か る 。 元の語との理解率の差を求め る とJネ ッ ト 」が 8. 4 ポ イ ン ト Jデ
ジ カ メ 」 カ�2 3. 4 ポ イ ン ト ， r メ ア ド」 が 30. 8 ポ イ ン ト ， rア プ リ 」 カ�2 5. 0 ポ イ ン ト ， rス マ ホ」 が 36. 7
ポ イ ン ト とな る 。 「ネ ッ ト 」 以外は元の語との差が2 0 ポ イ ン ト 以上あり， 外来語の 略語は 日 本語学習者
にと っ て理解が困難な こ とが確か め ら れ る 。
さ ら に ， 元の語とそ の 略語， そ れ ぞれ どち ら か一方の み を理解 し て い た学 生数と割合 (12 0 人中) を
求 め た と こ ろ， 表 10 の よ う に な っ た。 い ずれの 同義語 につい て も ， 元の語の み を理解 し て い る 学生数
の ほ う が圧倒的 に多 L 、。 ただ， rス マ ホ 」 以外の語で は 略語の み を理解とい う 学生 も わ ずか な が ら 見 ら
れ た。
表 1 0 略語 とその元の語の比較
元の語の み理解 略語の み理解
人数 % 人数 % 
イ ン タ ー ネ ッ ト ， ネ ッ ト 1 1  9.2 1 0. 8 
デ ジ タ ル カ メ ラ ， デ ジ カ メ 34 2 8. 3  6 5. 0 
メ ー ル ア ド レ ス ， メ ア ド 40 33. 3  3 2. 5 
ア プ リ ケ ー シ ョ ン ， ア プ リ 35 2 9.2 5 4.2 
ス マ ー ト フ ォ ン ， ス マ ホ 44 36. 7  。 0. 0 
次に ， r印刷」 と 「 プ リ ン ト ア ウ ト 」 のよ う に ， 漢語と外来語の関係 に あ る 同義語の理解率を 見 る と，
「印刷」 が 98. 3%で 「 プ リ ン ト ア ウ ト 」 が 48. 3%， r更 新」 が 92. 5% で 「ア ッ プデー ト 」 が 75. 8%とな っ
て お り ， いずれ も 外来語の ほ う が理解度が低い こ とが わ か る 。 漢語との理解率の差はJプ リ ン ト ア ウ ト 」
が 50. 0 ポ イ ン ト ， rア ッ プ デ ー ト J が 16. 7 ポ イ ン ト で， 特 に 「 プ リ ン ト ア ウ ト 」 につい て は聞 きが非
常 に大き い。 また 「携帯」 と 「ケ ー タ イ 」 は漢字表記か カ タ カ ナ表記とい う 表記上の違 い の み で， いず
れ も 漢語で あ る が， 理解率 を 見 る と， r携帯」 が 49.2 %で 「ケ ー タ イ 」が 40. 0%， そ の差は 9.2 ポ イ ン
ト とあま り 大 き く な い が， カ タ カ ナ表記の ほ う が理解度が低 く な っ てい る 。
略語の場合と同様 に， 漢語と外来語， そ れぞれどち ら か一方の み を理解 し て い た 学生数と割合 (12 0
人中) を求め たと こ ろ ， 表 11 の よ う に な っ た。 「印刷」 を理解 し て お ら ず 「 プ リ ン ト ア ウ ト 」 の みを理
解 し て い た 学生はい な か っ た が， r更新」 を理解 し て お ら ず 「 ア ッ プデー ト 」 の み を理解 し て い た学生
は わ ずかな が ら い た。 そ し て ， r携帯」 を理解 し て お ら ず 「ケ ー タ イ 」 の み を理解 し て い た学生 につい
て は全 体の 1 割 L 、 た。 こ の理 由 と し て， 中 国語の 「印刷」 と 「更新」 は， 日 本語の 「印刷」 と 「更新」
と同 じ よ う な 意味で用い ら れ る 3) の に 対 し て ， 中 国語の 「携 帯」 は 「携帯電話」 の 意味では使えな い
こ とが関係 し て い る も のと思わ れ る 。 漢字圏 であ る 中国の学生 にと っ て は， 漢語あ る い は漢字表記の語
- 6 -
のほうが理解 し や す い よ う に考え る 傾向 が あ る が， 語 に よ っ て は こ れが 当 て は ま ら な い場合が あ る こ と
に 注意して お か な け れ ばな ら な し 、。
表 1 1 漢語 (漢字表 記の 語) と外来語 (カナ表 記の語) の比較
漢語(漢字表記の語)のみ理解 外来語(カナ表記の語)のみ理解
人数 % 人数 % 
印昂リ， プ リ ン ト ア ウ ト 60 50.0  。 0 .0 
更新， ア ッ プデ ー ト 24 20.0 4 3 .3 
携帯， ケ ー タ イ 25 20.8 14 1 1 . 7  
3.5 意味の誤解
最後 に， 意味の誤解 に 注意を要す る 語を見て お く 。 表 12 に誤答率10%以上の語 に つ い て， 誤答率の
高 い 順に 示 し た。
表 1 2 各語 の誤答率 (%)
IT 用語 誤答率 IT 用語 誤答率 IT 用語 誤答率
l 位 掲示板 67.5 フ ォ ン ト 24.2 書 き 込 み 17.5 
2 位 携帯 41 . 7  10 位 プ リ ン ト ア ウ ト 22 .5 18 位 パ ソ コ ン 16 .7 
3 位 USB メ モ リ 39. 2  1 1 位 端末 21 . 7  19 位 ス マ ホ 12 .5 
4 位 配信 32.5 取 り 込む 21 . 7  20 位 コ ン テ ン ツ 10 .0 
5 位 ワ ー プ ロ 文書 30 .0 13 位 サ ー バ ー 20.8 デ ジ カ メ 10 .0 
6 位 や り と り 25.8 14 位 ツ イ ッ タ ー 19. 2 読み込む 10 .0 
7 位 サ イ ト 25.0 15 位 ア プ リ 17 .5 
8 位 ケ ー タ イ 24. 2  ア プ リ ケ ー シ ョ ン 17 .5 
誤答 の 要因に は， 当該語の意味 の誤解以外 に， 文脈か ら ， 漢語の 場合 は 中 国語での意味や漢字か ら ，
外来語の場合は音や原語の英語か ら ， 意味を類推 し て 答えた場合な ど も 考え ら れ る 。 た とえば. I ス マ
ホ」 に つ い て は. I座机J (固定電話) と い う 誤答が多か っ た が， こ れ は調査票 に 提示 し た 「ケ ー タ イ と
ス マ ホ ， ど っ ちが使 い や す い? J と い う 文を読ん で. I ケ ー タ イ 」 の 意味 を理解 し て い る 学生が， 文脈
か ら 類推 し て 「座机」 と 書 い た可能性が高い。 ま た 「 サ イ ト 」 につ い て は. I sideJ. I穿地 J (そ ば， 傍
ら ) と い う 誤答. Iフ ォ ン ト 」 に つ い て は. I photoJ. I照片J (写真) と い う 誤答がかな り の数見 ら れ た
が， こ れ は 「 サ イ ト 」 や 「フ ォ ン ト 」 と い う 音か ら 意味を類推 し て 答えた可能性が高 い。 こ の よ う に ， 1誤
答=意味の誤解」 と捉える こ と は で き な い が， 誤答の 内容か ら ， 学生が意味を誤解 し て い る 可能性が あ
り ， 注意が必要だ と 思われ る 語を以下に 3 つ挙 げる。
l つ 目 は， 1パソ コ ン」 で あ る 。 10 人が 「私人屯脳」 と い う 中国語訳を書 い て い た4)が， こ の意味は. (会
社や学校等の PC で は な く ) 個λ所有の PC と い う 意味で. I personal computer J の IpersonalJ の意
味を強 く 意識 し た も の だ と 思わ れ る 。 意味的 に必ず し も 間違 い と は言えな い か も し れ な い が， 日 本語の
「パ ソ コ ン 」 に つ い て は こ の語だ け で個人所有の PC と い う 意味 は示 さ な い た め， 使い方 に よ っ て は誤
解を招 く 恐れ も あ る 。
2つ 目 は. I端末」 であ る 。 17 人 が 「端 口J ( ポ ー ト ) と い う 中 国語訳 を 書 い て い た。 3 .3 で 「端末」
は 中 国語で は用 い な い語で， 対応す る 中 国語 は 「終端 (装置) J で あ る こ と を述べ た が. I端末」 と い う
日 本語か ら 「終端 (装置) J と い う 中 国語を イ メ ー ジ す る の は難 し い よ う で あ る 。 今回の 調査対象者 と
は 別 に ， 中 国 の大学お よ び大学院で 日 本語を専攻 し ， 日 本語の習熟度が非常 に 高 い留学生たちか ら も ，
日 本 に来た ばか り の頃に 「端末室」 と い う こ と ばを見て， 何を意味するの か が ま っ た く わ か ら な か っ た
- 7 -
と い う 話を 聞いた こ と が あ る 。 「端末」 は 日 常生活で の 使用頻度 は さ ほ ど多 く な い が， 大学生活で は よ
く 目 に し た り 耳に し た り す る 語で あ る 。
3 つ 目 は， PC な どの IT 機器にデー タ を コ ピ ー す る と い う 意味の 「取 り 込む」 で あ る 。 5 人の学生が 「輔
取j (編 し 取 る ) と い う 中国語訳を書いて い た。 ほ か に.r得到j (手 に入れ る ) と 書 い た学生 も 多 か っ た が，
こ れ も ， 自 分 の 物 に す る と い う 意味で理解 し て いるの で はなーL 、 か と 思 わ れ る 。 「取 り 込 む」 も ， 日 常的
に使用 さ れ る 場面は 限 ら れて い る が， 意味を取 り 違え る と ， 大 き な失敗に つ な が る 恐れのある 語 と 言え
る 。
4 おわ り に
今 回 の 調査結果か ら ， 日 本語の IT 用語の 中 で も 「 イ ン タ ー ネ ッ トj， 1" メ ールj， 1" コ ン ビ ュ ー タ ー」
等の重要語 に つ い て は， 一般 に 日 本語学習者が不得手 と す る 外来語で あ っ て も ， か な り 習得がな さ れ て
い る こ と が わ か っ た。 一方で， 漢字圏 の学習者に と っ て は理解しやす い と さ れ る 漢語の 中 に も ， 中国語
や漢字か ら 意味を類推 し に く い語や意味を誤解す る 可能性の あ る 語が存在す る こ と や， 外来語や和語の
中 に も ， 英語や 日 本語の知識を も と に類推 し て正確な意味を把握で き て い な い語があ る こ と も 確認 さ れ
た。 こ れ ら は 日 本語教育の 中 で も 意識的に導入 し て い く べ き 語で あ る と 言え る 。 そ し て ， セ キ ュ リ テ ィ
対策や文書作成 に かかわ る 用語 に つ いて， 習得が十分 に な さ れ て い ない語が 目 立 っ た。 特 に留学生 と し
て来 日 す る 学習者 に 対 し て は， 円滑に 留学生活の ス タ ー ト を切れ る よ う に ， 来 日 前あ る い は来 日 後の 比
較的早い時期 に こ れ ら の 指導を行 う 必要性が あ る 。
今後 は， 現在進 め て い る 韓国人学習者の 習得状況 に つ い て の調査結果を ま と め た 上で， 学習者そ れ ぞ
れのニー ズ に 応 じ た教材開発へ とつな げて いきた し 、。
注
1) 漬田 ・ 深海 (2011) で行っ た 新 聞や雑誌な どで用 い ら れ る IT用 語 に 関する 調査で は， 外来語が 63. 1%， 漢語が
22.1%， 混種語が 10.0%， 和語が 4.3%だ っ た。
2) r貼PflJ は 特に 若者の 間で用 い ら れ る ， 話 こ と ば 的 な 語で あ る 。
3) r文書 等を プ リン タ で 印刷す る 」 と い う 意味で は 「 打印」 を 用 い た ほ う が 適当 で あ る 。 中 国語の 「 印刷」 は， r出
版物を 印刷す る 」 と い う 意味合 い が強 い。
4) r私人砲臨」 と 意味的 に 似たこ と ば と し て 「 ノト人屯脳J (個人電脳) が あ る 。 中国語 母語話者 に よ る と ， 1 私人竜脳」
は 「 私の …」 と い う 意味が強調 さ れ る が， r小人屯脳」 は そ の よ う な ニュ ア ン ス は 感じら れ な い そ う で あ る 。 「 小
人屯脳」 は 『中国語 イン タ ーネット用 語集』 に も 「パ ソコ ン」の 訳語 と し て 掲載さ れ て お り ， 本 稿で の 分析に お
い て も 正 答 と し て 扱っ た。
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の 語 に つ い て ， 意味 が わ か る 場合 は ， 中 国語 ( ま た は 英語) で そ の こ と ば に 対 応す る 語 を， 見た り 聞い
た り し た こ と は あ る が， 意味が わ か ら な い 場合 は 「 ム J を ， 初 め て 見 た こ と ば の 場合 は iX J を， 書 い て く ださ い。
( 例) パワーポイン卜の スライドに 図を入れて， ハイパーリンクを 設定す る 。
P owerP oint ム 圏 × 設定
( 1 ) インター ネットで キーワード検索を し て 情報を 集 め る 。
( 2 ) 彼が 研究室の サーバーと ホームページを 管理 し て い る 。
( 3 ) 英語が 学べ る 無 料アプリ， 配信中 !
(4) メールの URしを クリックし て ， サイトに アクセスす る 。
( 5 ) 彼と は い つ も フェイスブックで やりとりし て い る 。
( 6 ) ケータイと スマホ， どっ ち が 使 い やす い ?
( 7 ) 彼は ツイッターへの 不適切な 書き込みが 原因で， 会社を 辞め る こ と に な っ た。
( 8 ) 友達 と 携帯の メアドを 交換す る 。
( 9 ) ネットカフェの パソコンを 利用 し た と き ， US8メモりが ウイルスに 感染し た。
(1 0) 毎朝 スマー卜フォンで ウェブ メールを チェックし て い る 。
(11) チャッ卜や 掲示板に よ る コ ミュニケー シ ョ ン を 楽し む。
(12) ネットや ブログの 普及で 新 た な 犯罪が 増 え た 。
(13) ソフトウヱアは 定期的に アップデートし た ほ う が L、ぃ。
(14) オンラインで の 予約に は， メールアドレスと ク レ ジットカー ドが 必要です。
(15) ダウンロードし た後， ハードディスクに インストールし て く だ さ い。
(16) 動画や 音楽な どの コンテンツが 充実 し て い る 。
(17) デジカメの データを 間 違っ て 消し て し ま っ た。
(18) 学 内の 端末に ログインす る た め に は， ユーザー名と パスワードが 必要だ。
(19) レ ポー トは ワープロ文書で 作成 し て プリントアウ卜し た も の を 提出す る こ と 。
(2 0) 画面の 明る さ は， キーボードで も 調節で き ま す。
(21) 古い 写真を スキャナ でー 読み込み， デジタル化す る 。
(22) セキュリティソフトの 更新の た め， コンビュータ をー 再起動す る 。
(23) フォン卜は ゴシック体で 印刷し て く だ さ い。
(24) こ の アプリ ケーションは ， デジタルカメラの 画像を P Cに 取り込むた め の も の です。
(25) 使 っ た 後 は ， ログアウトし て か ら ， コ ン ピュー タ ー を シャットダウンし て く だ さ L、。
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